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ふくふくふくふくサポサポサポサポのののの    

連絡先連絡先連絡先連絡先はははは    

こちらからこちらからこちらからこちらから→→→→    

◇JR福島駅から徒歩８分。当サポートセ

ンターには駐車場はありませんので、車で

お越しの節は、周辺駐車場をご利用くだ

さるようお願いいたします。 

ふくサポとは･･･ 
・市民活動市民活動市民活動市民活動ややややボランティアボランティアボランティアボランティアのののの情報情報情報情報
をををを提供提供提供提供していますしていますしていますしています。。。。    
・・・・市民活動市民活動市民活動市民活動ややややボランティアボランティアボランティアボランティアにににに関関関関すすすす
るごるごるごるご相談相談相談相談におにおにおにお答答答答えしますえしますえしますえします。。。。    
・・・・登録制登録制登録制登録制ののののレターケースレターケースレターケースレターケースやややや印刷印刷印刷印刷スススス
ペースペースペースペース、、、、打打打打ちちちち合合合合わせができるわせができるわせができるわせができるスススス
ペースペースペースペース等等等等をごをごをごをご用意用意用意用意しておりますしておりますしておりますしております。。。。    
 なお、ふくサポの運営は福島市
から委託を受けたNPO法人ふくし
まNPOネットワークセンターが行っ
ています。 

■開館時間 

午前１０時～午後９時３０分 

■休館日    毎週火曜日 
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   ～にゃんこ隊長、交流広場の今を語る～ 

５月２８日（土）福島大学演劇研究会や福島演劇鑑賞会などのメンバーで

構成している劇団１２０〇ＥＮ（ひゃくにじゅう

えん）は、ふくサポ多目的ホールで５月の公演

「ヤンキーとストーカー」を上演した。「気軽に気楽にお芝居を」を

モットーに、月１回を目標に定期的に公演を行うことにしている。この

日もたくさんの人が観劇のために訪れた。劇団１２０〇ＥＮでは、演劇

を地域の身近な文化にすることを目標に活動している。 

６月２６日にもふくサポ多目的ホールで「神話前夜」の昼夜２回公演を

行い、震災以来、暗いニュースが多い地域の活性化に一役かっている。

今後の活動も楽しみだ。 
 

第１０回初夏の風展が５月２６日（木）～３０日（月）の５日間にわたり

アートさをりにおいて開催された。今回は震災を受け～負けないよ ふくし

ま～というテーマのもと、全国のさをり織りの仲間から届いた作品やアー

トさをりのみなさんが作成した特製エコバックを販売し、売上を震災復興

のために寄付するという。「震災の後でみなさん

いらしていただけないのではないかと心配したの

ですが、例年以上にたくさんの方が訪れてくれた

んですよ。被災された方へ何かしたいという方が

たくさんいらっしゃるんですね。」と飯塚所長は

話された。訪れた方々は、アートさをりのみなさ

んのさわやかな歌声とあたたかなさおり織りにむ

かえられ、ほっとするひとときを過ごした。 

今後の交流広場情報 

 ５月１日付の人事異動により、市民活動支援課長となりました 

鴫原弘志と申します。 

はじめに、この度の東日本大震災で被災されました、福島市民

をはじめ、多くの皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

また、市民やＮＰＯ団体をはじめ多くの方々にボランティアと

して支援活動をいただき、さらには水、食糧、衣類などの支援物資

を多数いただきましたことに心から感謝とお礼を申し上げます。 

さらに、原発事故による環境放射能の健康被害への懸念など課

題が山積しております。このような中、市民活動団体の皆様には、

現在、さまざまな支援活動を展開していただいておりますが、地域

社会の復興のためには、この諸活動がますます重要となりますの

で、今後とも皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

さて、本市では市民との協働のまちづくりを推進するため、協

働の担い手の育成・支援と市民活動の促進を図ることを目的とし

て、平成１７年３月にボランティア、ＮＰＯ等の市民活動の拠点と

なる「市民活動サポートセンター」を設置し、各種施策、事業に取

り組み、多くの市民活動団体の皆様にご利用いただいているところ

であります。 

また、協働を支える仕組みづくりや市民との情報の共有、協働

の担い手となる人材の発掘、育成をより推進するため、市行政機構

の見直しを行い、市民部と総務部で取り組んでいた事業を一元化し

た市民活動支援課が５月１日より新設されました。 

平成２３年度は、市民活動サポートセンターの機能がより効果

的に発揮され、本市における自主的なボランティアや市民活動が推

進されるよう各種事業を展開して参りますので、市民活動団体の皆

様にサポートセンターを充分にご活用いただきたいと考えておりま

すので、今後ともよろしくお願い申し上げます。 

コラムコラムコラムコラム    

ふくふくふくふくサポサポサポサポ探検隊探検隊探検隊探検隊～～～～ニャンコニャンコニャンコニャンコ隊長隊長隊長隊長、、、、交流広場交流広場交流広場交流広場のののの今今今今をををを語語語語るるるる～～～～

                                    「「「「新任ご挨拶」」」」    

    

                                                （（（（福島市市民部市民活動支援課長／／／／鴫 原 弘 志））））    

編集後記編集後記編集後記編集後記    
  

 東日本大震災から３ヶ月以上

の時が過ぎました。長いような、

短いような不思議な時の感覚の

中、日々、地域のため、誰かのた

めに活動されている皆様には、頭

が下がる毎日です。ふくサポに

は、毎日、全国からたくさんのあ

たたかい言葉が寄せられていま

す。中には、電話口で「頑張って

ください。」と涙ぐまれる方もいらっ

しゃいます。こういった言葉は活

動されている方々の力になると思

います。活動団体、ボランティア

の皆さん、お一人、お一人にメッ

セージをお届けしたいところです

が、ふくサポも日々の業務におわ

れている状態です。編集後記を

もって全国の皆様のお気持ちを

お届けさせていた

だきます。 
 

Ｈ２３．６月  

   内山、桜井 

（下写真） 

 ５月の公演「ヤンキーとストーカー」 

にゃんこ隊長 

今回は交流広場に 

注目してみました。 
企画展示と素敵なエピソード 

～～～～おおおお知知知知らせらせらせらせ～～～～    
以前にもお知らせしました

が、映画にもなりました「もし

も、高校野球のマネージャー

がドラッカーのマネジメントを

読んだら」の本がふくサポに

もございます！！是非ご利

用ください。（貸出可能で

す。） 

 劇団１２０ＥＮ 

      5月公演 
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チェンバおおまち ３階 

（上写真）作品に見入る来場者 

（下写真）全国のさおり織りの仲

間から届いたあたたかいメッ

セージつきの作品 

（上写真）寄贈された写真 

（上写真）福島わらじまつり写真 

 アートさをり 

    初夏の風展 

 

 

 

 
 

現在、ふくサポでは「懐かしの福島 

写真展」が開催されている。（フクシマ 

サービスグラントクラブ主催）この写真展は３月にも開催されたが、 

３月１１日の震災により展示を短縮して終了した。しかし、今回、ふく                    

            サポ利用者からの強い要望があり、街を元気                       

            にしたいと、再度開催された。         

            開催中、明治、大正、昭和の時代の貴重な福                                                          

            島の写真を約３０枚、寄贈してくださった男                               

            性の来館者がいた。その写真の中にはオープ                                         

            ン当初の競馬場や、明治時代の紅葉山公園、 

            大正時代の駅前通りなどが写し出されてお 

            り、一度見た来館者もまた、新たな感覚で 

            楽しめる写真展となった。 

 
 

 

ふくサポでは今後も、地域の活動団体の企画展

を予定している。７月は福島わらじまつり実行

委員会などによる「福島わらじまつり 今昔物

語」（写真展） 

８月はふくふくプロジェクトによる「東日本大

震災福島県太平洋沿岸地域の写真展」。 

交流広場にての展示を希望の団体はふくサポま 

でご連絡をください。 
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変化するニーズ！！ 

復興支援最前線 
  

３月１１日の東日本大震災で福島県では、たくさんの犠牲者をだし、多くの人々が

避難を余儀なくされた。震災から、３ヶ月たった今でもその爪あとは大きい。そんな

地域を復興させようと多くのボランティアが活動を開始した。ふくサポでは、そんな

頑張る人たちを取材した。 

風評被害風評被害風評被害風評被害などのなどのなどのなどの暗暗暗暗いいいいニュースニュースニュースニュースがががが飛飛飛飛びびびび交交交交うううう６６６６月月月月、、、、そんなそんなそんなそんな毎日毎日毎日毎日にににに癒癒癒癒しのしのしのしの

時間時間時間時間をををを・・・・・・・・・・・・とととと、、、、大忙大忙大忙大忙しでしでしでしで活動活動活動活動されているされているされているされている    ボランティアグループボランティアグループボランティアグループボランティアグループ    

フィールアニマルフィールアニマルフィールアニマルフィールアニマルのののの代表代表代表代表のののの方方方方におにおにおにお話話話話をををを伺伺伺伺ってきましたってきましたってきましたってきました。。。。    
    

⑰回目 ボランティアグループ フィールアニマル 

代表者代表者代表者代表者：：：：代表 近藤サト 氏     

スタッフスタッフスタッフスタッフ数数数数：：：：約約約約１０１０１０１０名名名名    

活動歴活動歴活動歴活動歴：：：：平成１１年に発足し、活動歴は今年で１３年目になる。    

    

活動内容活動内容活動内容活動内容：：：：高子沼の近くにあるかわいい犬や兎の置物が出迎え 

てくれるお宅、そこがフィールアニマルの事務所だ。取材の日も 

わんちゃんのにぎやかな鳴き声で出迎えられた。 

 フィールアニマルは老人ホームや幼稚園、小学校、病院、養護 

施設、障がい者施設などからの依頼やイベントがあれば、そこに 

出向き動物とのふれあいの機会を提供し、アニマルセラピー 

（動物に触れ合うことで心のケアをする）を行っている。 

  

 「よく新聞で活動をお見かけしますが、ニーズは多いですか？」 

との質問に近藤代表は、予定でビッシリうまった年間スケジュール 

表を見せてくれた。なるほど、週に３～４日は稼動しているスケジュ 

ールは、忙しい現代人の孤独感や癒しを求める人々の多さを物語っている。 

 さぞかしたくさんのスタッフが活動しているのであろうと、ボランティアスタッフの人数を聞いてみると、発足か

ら１３年いつも１０人前後だったと言う。しかもニーズが多い平日は２～３人で活動していると言うのだ。その訳を

近藤代表はこんなふうに語ってくれた。「連れていく動物はみんなスタッフが飼っている動物なんです。小さい

頃から、アニマルセラピーができるようにしつけています。連れていく動物は検便などをこまめに行い、病原菌

などを持ち込まないように検査をしなくてはなりません。公益社団法人 日本動物病院福祉協会のお墨付き

をもらうわけです。この検査は決して、安いものではありませんが、料金はスタッフが自己負担しなければなら

ないんです。さらに、シャンプーやガソリン代など自己負担の額も大きい。だから、なかなか続かない方も多い

です。それに平日の依頼が多いので、働いている方はなかなか活動できないのも事実です。もちろん、土日

祝日をメインとするイベントもありますので、そういった日は、日ごろ働いている方にも参加してもらっています

が・・・・。私もやめようかと思ったこともあるのですよ。でも、求めてくれる人たちがたくさんいるからやめられない

んです。」その表情はどこか楽しげだ。 

 

 「私たちは教育現場を訪れる時には聴診器を持っていくんですよ。動物の胸にあてると、ドクン、ドクンと、私

たちと同じ命を刻む音が聞こえてくるでしょう？きっと、その音は命の大切さを伝えてくれます。動物は何も語ら

ないかもしれないけど、その暖かさや、やわらかさは、寂しさを和らげてくれます。自然と笑顔になるんです。動

物が嫌いな方ももちろんいらっしゃるでしょう？でも、見ているうちに、さわってみたくなるらしいんです。手が麻

痺してリハビリが必要な人も、動物を触ることで、リハビリができるし、会話がなかなかでなかった人も、会話が

でてきます。不思議なんですよ。」近藤さんの目にはその時の情景が見えているようだった。 

                     その時、部屋の隅にあった籠が揺れた。何だろう？と思って、覗いてみると 

                     兎が目を覚ましたようだ。「この兎もね。洋服を着るとお仕事だ。と思うような 

                     の。はだかんぼうだと、普通の兎なのにねえ・・・。」不思議そうに語る。 

                      

                      昨年度、フィールアニマルにはたくさんの感謝状が授与された。これまで 

                     も、たくさんの方々から感謝の言葉と気持ちをもらってきた。みんなからいた 

                     だく喜びの言葉は彼女達の元気になるようだ。「求める方がいるかぎり、私 

                     たちは、相手に満足してもらえるような活動をめざしながら、これからも 

                     命の大切さを伝えていきたい。」そんなふうに語ってくれた。 

                      先日、避難所でアニマルセラピーをおこなってきた。大震災を経て、 

                     今、きっと誰もが命の大切さを痛切に感じていることだろう。 

                     命の伝道師フィールアニマルは今日は、どこへむかうのだろうか？ぬくもりと 

                     いう友を傍らに携えて・・・・。（取材：内山愛美） 

 

 

（左写真） 

 これまでいただいた感謝状の一

部 

ふくふくプロジェクト

報告 

（上写真）懇談会で訪れた際に撮影した現地の風景 

（下写真）子どもたちが作成した 

「未来の海」がテーマの模型 コドモシェルター 

サポワン 

素敵な仲間たちがたくさん

いました！！(笑） 

その他の復興支援活動 

（下写真）ワークショップ風景 

（下写真） 

「さよなら放射能祭り」 

食品の放射能測定   

６月１２日(日)・１９日

(日)・２６日(日)の３週

にわたり、花見山のふれ

あい茶屋・さくらのにおいて「がんばろう福島！

復興支援バザー」が開催された。（ＮＰＯ「花見

山を守る会」主催） 

バザーの開催を知った近

所の渡利地区の方はじめ

新聞等で情報を得た遠方

の方々からも品物が寄せ

られた。バザー会場には

衣類や食器、手作りの雑

貨、家電など多くの品物

が並べられ来場者は買い物を楽しんだ。会場では

ルワンダの教育を考える会のチャリティーコー

ヒー販売も行われた。バザーの売上金は全額あし

なが育英会へ、会場で募った義援金

はふくふくプロジェクトへ寄付され

る。復興支援のため、何かをしたい

が何をしたらよいかと考えていた

方々も、バザーに参加することで支

援に協力できると喜んでいた。「花

見山を守る会」では長期にわたる支

援活動が必要だろうと、今後も定期

的にバザー開催を続けたいと話して

いた。 

 

 

 

６月６日（月）・２５日 

（土）あずま総合体育館 

でコドモノエガクマチ 

ワークショップが連続 

開催された。（Crea 

tive for Humanity主催） 

このイベントは「元気になってもらいたい」と

の思いを胸に、震災直後、避難所の子どもたち

が「未来の海」をテーマに模型作りにチャレン

ジ。その模型には故郷の海への愛情がこめられ

ていた。また、津波からまちを守るための高い

防波堤や震災の神様、原発に頼らないための電

波塔、自給自足のための田畑、勇気をくれた桜

の木など、そこには、つくる側の想いがこめら

れた都市計画が存在した。この震災がもたら 

した犠牲はあまりにも大きいが、そこには子ど

も達の成長がみられた。 

近い将来、このまちを現実に目にすることは、

あるのだろうか？それは本当の福島を取り戻す

日かもしれない。「そのためにも大人を元気に

したい」と、主催者は語る。 

子どものかくれがをモ 

チーフにトンネル、 

ちゃぶ台が用意された 

このワークショップは、 

今後も開催予定。 

 

           ６月４日（土）ふくふく 

           プロジェクト幹事会は、 

            被災地が、今、本当に

何が必要なのかを知り、復興プロジェクトをいか

に役立てていくかを思案するため、浜通りの災害

復興支援活動をしている市民活動団体と懇談会を

おこなった。 

今後、浜通りの市民活動団体とも、ネットワーク

を結び効率的に支援を進めていく予定だ。 

 ふくふくプロジェクトでは、毎日新聞の中の災

害復興情報ページ「希望新聞」にコーナーを設 

              け、活動団体の 

              ニーズ情報を掲載 

              している。ニーズ 

              情報をもつ団体に 

              は、是非、情報提 

              供をし、広報に役 

              立ていただきた 

              い。 

               

             

 

 ・ ・ ・ ・子子子子どもをどもをどもをどもを放射能放射能放射能放射能からからからから守守守守るるるる福島福島福島福島ネットワークネットワークネットワークネットワーク    

 「さよなら！放射能祭り」など、放射能に 

  ついての講演や食品の放射能測定イベント 

 ・ ・ ・ ・市民公益活動市民公益活動市民公益活動市民公益活動パートナーズパートナーズパートナーズパートナーズ    

  復興塾（震災関連についての勉強会）を 

  連続開催など 

 ・ ・ ・ ・ルワンダルワンダルワンダルワンダのののの教育教育教育教育をををを考考考考えるえるえるえる会会会会    

  避難所へコーヒーや 

  茶の差し入れ 

 ・ ・ ・ ・シャロームシャロームシャロームシャローム    

  避難所へ夏物の洋服 

  配布 

                        

                                etcetcetcetc    

   

 

 

 

(上写真）バザー会場の様子 

復興支援バザー 

（上写真）チャリ

ティーコーヒー販

売の様子 

（上写真）避難所の方たちと一緒の一枚 



Vol.３７３７３７３７    ふくふくふくふくサポサポサポサポ通信通信通信通信    ‐‐‐‐５５５５‐‐‐‐    

助成金助成金助成金助成金    

    活動支援活動支援活動支援活動支援    

            情報    
    

※※※※詳詳詳詳しいしいしいしい情報情報情報情報はふくはふくはふくはふくサポホームサポホームサポホームサポホーム

ページページページページもしくはふくもしくはふくもしくはふくもしくはふくサポサポサポサポ館内館内館内館内にににに

掲示掲示掲示掲示してありますしてありますしてありますしてあります    

PanasonicPanasonicPanasonicPanasonic ＮＰＯ  ＮＰＯ  ＮＰＯ  ＮＰＯ サポート ファンドサポート ファンドサポート ファンドサポート ファンド

for for for for アフリカアフリカアフリカアフリカ    
 

〈対象〉アフリカの課題に取り組む民間非

営利組織 

〈助成対象事業〉アフリカの課題解決に

取り組むNPO・NGOにおける広報・発信・

啓発事業   

〈助成金額〉１団体あたり上限１００万円 

〈応募締切〉平成２３年７月２９日（金） 

〈お問合せ先〉パナソニック株式会社 

 コーポレートコミュニケーション本部 

 社会文化グループ  担当：田中 
      電話 0３-６４０３-３１４０ 

‐‐‐‐４４４４‐‐‐‐    Vol.３７３７３７３７    ふくふくふくふくサポサポサポサポ通信通信通信通信        

交流交流交流交流コーナーコーナーコーナーコーナーからからからから、、、、今月今月今月今月のののの図書紹介図書紹介図書紹介図書紹介     

 

知知知知っておきたいっておきたいっておきたいっておきたいＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯのことのことのことのこと    ～～～～信頼信頼信頼信頼されるされるされるされるＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯのののの７７７７つのつのつのつの条件条件条件条件～ＮＰＯ～ＮＰＯ～ＮＰＯ～ＮＰＯのののの基礎知識基礎知識基礎知識基礎知識Ｑ＆ＡＱ＆ＡＱ＆ＡＱ＆Ａ    

                                                                                                                                                ／／／／編集編集編集編集・・・・発行発行発行発行（（（（特活特活特活特活））））日本日本日本日本ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯセンターセンターセンターセンター    

日本ＮＰＯセンターが各地の支援センターと協力して作成した「信頼されるＮＰＯの７つの条件」と、ｗｅ

ｂで公開されている「ＮＰＯ基礎知識Ｑ＆Ａ」を再編集した従来の「知っておきたいＮＰＯのこと」が、「増

補版」として登場。誰もが抱くＮＰＯへの疑問から新公益法人制度の解説、また、新旧公益法人の比較

など、増補版の名にふさわしい内容。 

（（（（コメントコメントコメントコメント））））ＮＰＯをたちあげる人に、必ず伝えなければならないことを、ギュッと詰め込んだ一冊ではな

いでしょうか？短い時間でＮＰＯが解ること間違いなし！です。 
 
   

交流交流交流交流コーナーコーナーコーナーコーナー図書図書図書図書スペーススペーススペーススペースでででで閲覧閲覧閲覧閲覧できますできますできますできます。。。。貸貸貸貸しししし出出出出しにはしにはしにはしには、、、、免許証免許証免許証免許証などのなどのなどのなどの身分証身分証身分証身分証がががが必要必要必要必要ですですですです！！！！！！！！          

財団法人財団法人財団法人財団法人JKAJKAJKAJKA    RINGRINGRINGRING!!!!RINGRINGRINGRING!!!!プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

東日本大震災復興支援補助東日本大震災復興支援補助東日本大震災復興支援補助東日本大震災復興支援補助    

〈対象〉被災地域および被災者受入地

域における支援拠点づくり活動、被災者

や被災地域が自ら行う復興（まちづくり、

くらしづくり等）活動等。NPO法人、社会

福祉法人その他公共的な団体。 

〈支援金額〉予算総額１億円 

        １団体あたり３００万円以内 

〈応募締切〉予算総額に到達次第 

〈お問合せ先〉 

財団法人JKA 補助事業グループ 

公益・福祉振興チーム 復興支援担当  

         電話 ０３-３５１２-１２７６ 

「「「「夢夢夢夢ノートノートノートノート発売発売発売発売！！」！！」！！」！！」 
自分のことを書き記して

おきたい！家族に伝え

ておきたい！趣味は？

家系図？大事なものの

ある場所は？そんな方

におすすめの福島発信のエン

ディングノートです。（定価500円） 
_<お問合せ先> ＮＰＯ法人 

    市民後見サポートの会 遠藤  

     ＴＥＬ ０２４-５２２－１４２６ 

第第第第８８８８回回回回パートナーシップパートナーシップパートナーシップパートナーシップ大賞大賞大賞大賞    
 

〈対象〉社会の変化を創発するNPOと 

    企業の協働事業    

〈支援金額〉 

 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ大賞 ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ 

   …記念盾・NPOには副賞３０万円  

 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ賞 ５事業 

   …記念盾・NPOには副賞１０万円         

〈応募締切〉平成２３年７月３１日（日）     

〈お問合せ先〉特定非営利活動法人 

ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ・ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ（PSC） 

   「ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ大賞 募集係」 

        電話 0５２-７６２-０４０１ 

ふくサポ 

展示 

  情報  

公益財団法人日野自動車公益財団法人日野自動車公益財団法人日野自動車公益財団法人日野自動車グリーングリーングリーングリーン    

ファンドファンドファンドファンド平成平成平成平成２３２３２３２３年度助成事業年度助成事業年度助成事業年度助成事業    
 

〈対象〉自然環境保全に資する樹木や草

花の植樹の実施、自然環境保全活動の

実施、自然環境保全に資する調査や研

究の実施、自然環境保全に資する教育

や諸啓発活動の実施等を行う団体・グ

ループ・個人等 

〈助成金額〉総額７５０万円程度（予定） 

〈応募締切〉平成２３年７月３１日（日） 

〈お問合せ先〉公益財団法人 

  日野自動車グリーンファンド 事務局  

      電話 ０４２-５８６－５３６９ 

        東日本大震災被災地支援東日本大震災被災地支援東日本大震災被災地支援東日本大震災被災地支援        

        パソコンパソコンパソコンパソコン寄贈寄贈寄贈寄贈・・・・貸出貸出貸出貸出プログラムプログラムプログラムプログラム    
 

〈対象〉寄贈…被災した非営利団体、 

         教育機関  

貸出（１年間）…被災した障がい者、高齢  

者（６５歳以上）、子育て中の主婦（障が

い者手帳、老齢年金手帳、母子手帳を

お持ちの個人に限る） 

〈応募締切〉平成２４年３月３１日（土） 
※申請台数が予定台数に達した時点で終了 

〈お問合せ先〉 

  NPO法人 イー・エルダー 東北支部 

         電話 0２２-７９６-８０９１ 

「「「「福島福島福島福島わらじまつりわらじまつりわらじまつりわらじまつり今昔物語今昔物語今昔物語今昔物語」」」」    
〈協力〉 

  福島わらじまつり実行委員会 

  福島商工会議所 

  福島青年会議所 

〈期間〉７月２日（土）～３１日（日） 

☆写真と映像で見る福島わらじまつ

りの歴史。懐かしいまつりの風景を是

非、ご覧下さい。 
〈お問合せ先〉 

    福島市市民活動サポートセンター 

        電話 ０２４－５２６－４５３３ 

「「「「東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災・・・・    

福島県沿岸地域福島県沿岸地域福島県沿岸地域福島県沿岸地域のののの写真展写真展写真展写真展」」」」    
〈主催〉ふくふくプロジェクト 

〈期間〉８月１日（月）～１４日（日） 

☆東日本大震災が残した傷跡は今

も色濃く残ります。そんな福島県太

平洋沿岸地域をフィルムにおさめま

した。そこには忘れてはいけない。忘

れられない情景があります。 
〈お問合せ先〉 

    福島市市民活動サポートセンター 

        電話 ０２４－５２６－４５３３ 

子育子育子育子育てててて支援支援支援支援のののの企画募集企画募集企画募集企画募集    
〈対象〉新たに取り組む子育て支援事業  

テーマは次の４つ １ 交流事業（親子の

集い・世代間交流・情報交換の場の提

供等） ２ 父親の子育てを促進する事業 

３ 子育て相談事業 ４ その他地域の実

情に応じた子育て支援事業で、県が必

要と認めたもの 。NPO法人、社会福祉

法人、子育てサークル、地域の自治会。 

〈補助額〉１事業あたり上限５０万円 

〈応募締切〉平成２３年７月２９日（金） 

〈お問合せ先〉 

   福島県保健福祉部子育て支援課   

        電話 ０２４－５２１－７１９８ 

「「「「ドキュメンタリードキュメンタリードキュメンタリードキュメンタリー        

    ピュアピュアピュアピュア～～～～ビルマビルマビルマビルマ難民難民難民難民キャンプキャンプキャンプキャンプのののの    

    子子子子どもたちどもたちどもたちどもたち    希望希望希望希望のののの鐘鐘鐘鐘    上映上映上映上映とととと講演会講演会講演会講演会」」」」    
 

〈内容〉ビルマで長く続く軍事独裁政権からタイ

の難民キャンプに逃れてきた人びと。その中で

もピュアな子どもたちの様子をカメラが映し出

す。（上映45分） あわせてＳＣＤＢ代表 ココ

ラット氏を迎えて、講演会を開催。 

〈場所〉福島市市民活動サポートセンター    

〈日時〉７月３０日（土） １３：３０～１５：３０                 

〈参加費〉無料          

〈お問合せ先〉アムネスティ福島グループ 

        結成準備委員会  おおた  

   ＴＥＬ ０８０－３３３７－３８３１ 

お知らせ・ 

イベント 

    情報    
    

※※※※詳詳詳詳しいしいしいしい情報情報情報情報はふくはふくはふくはふくサポホームサポホームサポホームサポホーム

ページページページページもしくはふくもしくはふくもしくはふくもしくはふくサポサポサポサポ館内館内館内館内にににに

掲示掲示掲示掲示してありますしてありますしてありますしてあります    

「「「「ふくふくふくふくふくふくふくふくプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト」」」」    
 

毎日新聞の「希望新聞」コーナーに

支援活動をする上で必要な物を掲

載できます。ニーズ情報を全国の方

にお知らせするチャンスです。掲載

希望のある方は、下記まで。 

〈お問合せ先〉ふくふくプロジェクト 

（福島市市民活動サポートセンター） 

   ＴＥＬ ０２４－５２６－４５３３ 

「「「「被災地被災地被災地被災地・・・・南相馬市南相馬市南相馬市南相馬市    

        ボランティアボランティアボランティアボランティア参加募集参加募集参加募集参加募集」」」」    
①泥かき、瓦礫の撤去 

②思い出お返し隊（遺留品の洗浄） 

〈持ち物〉飲料水、作業着、昼食 

合羽、長靴、軍手、タオル、帽子 

マスク、スコップ、身分証名書等 

〈お問合せ先〉NPO「花見山を守る会」 

              担当 高橋 

      ＴＥＬ ０２４－５３９－８９０８ 

災害支援 

    情報 
物資提供・支援・

ボランティア募集 

・お知らせ ｅｔｃ 

公開講座公開講座公開講座公開講座        『『『『成年後見研修会成年後見研修会成年後見研修会成年後見研修会』』』』    
““““成年後見制度成年後見制度成年後見制度成年後見制度””””をををを総体的総体的総体的総体的にににに、、、、またまたまたまた実務実務実務実務にににに則則則則しししし

てててて理解理解理解理解することができるすることができるすることができるすることができる！！！！！！！！        

〈場所〉郡山市労働福祉会館 

〈開催日時〉 

 ６月１６日（木） １３：００～１７：００ 

 ６月２３日（木） １３：００～１７：００ 

 ６月３０日（木） １３：００～１７：００ 

 ７月７日（木）  １３：００～１８：３０ 

〈参加費〉資料代 １日につき５００円 

〈お問合せ先〉特定非営利活動法人 

      ふくしま成年後見センター  

    ＴＥＬ・ＦＡＸ ０２４-５３５-５４５１ 

 劇団文化座 劇団文化座 劇団文化座 劇団文化座    てけれっつのぱてけれっつのぱてけれっつのぱてけれっつのぱ    
〈内容〉明治１４年、小樽。何でも商う「きし屋」

に暮らす女たちにはそれぞれの事情があっ

た。「てけれっつのぱ」と呪文を唱えればイヤ

なことは吹き飛ばせる！ 

〈場所〉福島テルサＦＴホール    
〈日時〉７月１０日（日）１５：００～ 

       １１日（月）１３：３０～ １８：３０～ 

       １２日（火）１３：３０～  

〈費用〉入会金  １，０００円  

     月会費  一般      ２，４００円 

          大学生    １，５００円 

          高校生以下   ５００円          

〈お問合せ先〉福島演劇鑑賞会 

       ＴＥＬ ０２４－５２３－３８３６  

福島中央子福島中央子福島中央子福島中央子どもどもどもども劇場劇場劇場劇場    低学年部第低学年部第低学年部第低学年部第１０９１０９１０９１０９回例会回例会回例会回例会    
        

    民族芸能民族芸能民族芸能民族芸能アンサンブル アンサンブル アンサンブル アンサンブル 若駒若駒若駒若駒によるによるによるによる    

ずっこけずっこけずっこけずっこけ狂言狂言狂言狂言ばなしばなしばなしばなし    どろどろどろどろ    ピカピカピカピカ    ぽんぽんぽんぽん 
 

三味線ロックにのせてはじまりはじまり～ 

ピーヒャラポン！ 若駒仕立ての狂言

ばなし三部作！   
 

〈日時〉７月１８日（月・祝）  

     午後２時～３時３０分 

〈場所〉北信学習センター 

〈料金〉会員制 入会金２００円  

         会費４才以上月額１０００円  

               （３才以下無料） 

〈お問合せ先〉福島中央子ども劇場 

        電話 ０２４－５３３－７３２３ 

赤赤赤赤いいいい羽根羽根羽根羽根「「「「災害災害災害災害ボランティアボランティアボランティアボランティア・・・・ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ活動活動活動活動

サポートサポートサポートサポート募金募金募金募金」」」」助成事業助成事業助成事業助成事業    <<<<第第第第３３３３次応募次応募次応募次応募>>>>    
 

〈対象〉東日本大震災で被災された方が

たへの救援・支援活動を現に行うボラン

ティアグループ、ＮＰＯ法人、社会福祉

法人、学校法人、公益法人等 

〈助成金額〉短期（１ヵ月未満）活動：１週間以

内…１０万円以内、１ヵ月未満…５０万円以内

中長期（１ヵ月以上）活動：３００万円以内 

〈応募締切〉平成２３年７月３１日（日） 

〈お問合せ先〉社会福祉法人  

      中央共同募金会企画広報部  

      （サポート募金担当）  

      電話 0３-３５８１-３８４６（代） 

PanasonicPanasonicPanasonicPanasonic ＮＰＯ ＮＰＯ ＮＰＯ ＮＰＯサポート ファンドサポート ファンドサポート ファンドサポート ファンド    

①①①①環境分野環境分野環境分野環境分野    ②②②②子子子子どもどもどもども分野分野分野分野 
〈対象〉①環境問題の解決に取り組むNPO  

②子どもたちの健やかな育ちを応援する新し

い社会づくりを目指し、先駆的な活動と自己

変革に挑戦するNPO 

〈助成対象事業〉第三者の視点を入れて組織

診断を実施し、組織課題を抽出したうえで、

自らが課題解決策を策定する事業  

〈助成金額〉①②とも１団体あたり上限１００万円 

〈応募締切〉平成２３年８月１日（月） 

〈お問合せ先〉 

①NPO法人 地球と未来の環境基金  

 担当：美濃部・木村 電話 0３-５２９８-６６４４

②NPO法人 市民社会創造ファンド 

 担当：坂本・武藤 電話 ０３－３５１０－１２２１ 


